
日 時 2021年6月20日（日）
午後2時～3時30分

WEB会議システム Zoom

定 員 15名（15画面）
参加費 今回はZ00m初回につき

申し込み方法は2枚目をご覧ください

DLBSN-TOKYO

DLBSN東京
オンライン交流会

医 師 眞鍋 雄太

医師 福井 俊哉

医師 水上 勝義

医師 織茂 智之

医師 髙瀬 義昌

代 表 長澤 かほる

副代表

・・・・・ナビゲーター

今回、初のWEB会議システムZoomを
用いての交流会を開催いたします。
集合する対面交流会ではないため
参加に困難を感じられるかもしれません。
それでも、このコロナ禍で、
「交流会を開いてほしい」という『声』になんとか応えるために
今できる有効な手段であることを、どうかご理解くださいますようお願い致します。
自由に集まれる日が一日も早く来ることを願っています。

第二の認知症といわれるレビー小体型認知症（レビー小体病）
病気のこと、ケアのことなど、みんなで学びませんか?悩みを軽くしてみませんか?
患者ご本人、ご家族、ケア専門職、関心を持つ方、どなたでも参加できます。

市 本 洋

無料です



申し込み受付期間: ホームページアップ～６月10日

DLBSN-TOKYO

（１）参加者氏名（１画面で何人かが一緒に参加される場合は、代表者）

（２）お立場
・DLB患者ご本人 ・ご家族（DLBの方との続柄）
・医療職／介護職 ・メディア ・企業 等

（３）住所地 区・市 だけでかまいません

（４）ご相談対象者（①か②を選んでください）
①DLBと診断されている ②DLBと診断されていない

（５）知りたいこと（最も近いものの番号を1つだけ選んでください）
①身体運動症状・嚥下障害〔飲み込みにくさ)などの症状の対応について

②幻覚(幻が見える・聞こえる)・妄想・感情症状・拒否などの対応について

③便秘・尿失禁・食欲のむら・低血圧・失神など自律神経症状の対応について

④昼間過眠・本人の言う不眠・睡眠中の大声・暴れるなどの対応について

⑤診断・内服薬について

⑥介護保険・地域包括支援センターなどの福祉支援について

⑦その他

（６）Zoomについて（①か②を選んでください）
①使用したことがある ②使用したことがない

✱ （６）で ② と回答された方は、参加が決定したら、確認と設定をお願いします・・・・・・
・パソコン、タブレット、スマホにZoomアプリ(無料)をダウンロードしてください。
・ご使用予定のパソコンに、カメラ・マイクが内蔵されていない場合は『外付け』をご用意ください。

（１）～（６）を入力したメールを、上記アドレスに送信してください。
参加の可否をお知らせする返信メールが受け取れるようにお願いいたします。

dlbsn.tokyo.2ichi@gmail.com

㊟全国どこからでも参加できますが、地元の病院や施設の紹介についてのご質問には
お答えできかねますのでご了承ください。

■申し込まれた後、参加可否について、必ず結果をご連絡いたします。
■送信後7日以上返信がない場合は、携帯電話番号を記載して再送信してください。
■参加が決定した方には、当日までに、ZoomミーティングのURL，ID/パスコードを
あらためてお送りします。


